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●
再
エ
ネ
開
発
の
経
緯

─
─
電
力
会
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
消
極
的
と

い
う
意
見
が
あ
る
が
？

　

い
や
、
関
西
電
力
は
昔
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
て
き
た
。
か
つ
て
「
世
紀
の
難
工
事
」
と
言

わ
れ
た
黒
四
な
ど
の
水
力
開
発
に
始
ま
り
、
一
九
八
六

年
か
ら
は
神
戸
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
太
陽
光
発
電
の

系
統
連
系
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法＊

制
定
が
後
押
し

と
な
っ
て
、
一
段
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災
前
の
一
〇
年

に
は
、
堺
太
陽
光
発
電
所
を
国
内
電
力
会
社
初
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
と
し
て
一
部
営
業
運
転
開
始
さ
せ
た
。
私
自

身
、
当
時
は
大
阪
南
支
店
に
勤
務
し
て
お
り
、
堺
市
と

一
緒
に
竣
工
を
祝
っ
た
。

　

ま
た
舞
鶴
火
力
発
電
所
で
は
、
〇
八
年
か
ら
石
炭
に

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
混
焼
す
る
な
ど
、
既
に
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
も
手
が
け
て
い
る
。
〇
四
年
暮
れ
に
竣
工
し
た
関

西
電
力
の
本
店
ビ
ル
で
は
河
川
水
の
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
を
導
入
。
グ
ル
ー
プ
企
業

が
熱
供
給
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
隣
接

す
る
ダ
イ
ビ
ル
な
ど
へ
も
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
再
エ
ネ
に
対
し
て
は
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
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再生可能エネルギーへの
取り組みは？
資源小国・日本にとって再生可能エネルギーは
エネルギーセキュリティ上、大きな意味を持つ。

「再生可能エネルギーに消極的」という声もあるなか、
地域エネルギー開発の統括責任者に話を訊いた。
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●
取
り
組
み
姿
勢
と
実
績

─
─
一
二
年
七
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
開
始
さ
れ
、
企
業
や
自
治
体

な
ど
も
再
エ
ネ
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
電
力
会
社

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ん
で
い
る
の
か
？ 

　

ま
ず
は
安
定
供
給
確
保
を
前
提
に
、
電
力
系
統
へ
再

エ
ネ
の
受
入
を
確
実
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
お
客
さ
ま

へ
の
供
給
義
務
を
負
う
者
と
し
て
、
出
力
変
動
の
激
し

い
太
陽
光
や
風
力
を
受
入
れ
て
も
安
定
供
給
に
支
障
を

来
さ
な
い
た
め
の
技
術
開
発
が
重
要
だ
。
既
に
堺
太
陽

光
発
電
所
に
近
接
す
る
変
電
所
に
蓄
電
池
を
設
置
し
、

需
給
制
御
に
関
わ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
若
狭

地
域
で
も
太
陽
光
の
系
統
へ
の
影
響
を
検
証
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
こ
う
し
た
技
術
開
発
の
た
め
に
も
、
ま

た
自
治
体
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
、
自
ら
再
エ
ネ
開
発
を
手
が
け
て
い
く
。

堺
太
陽
光
以
降
の
目
標
と
し
て
、
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ

が
一
体
と
な
っ
て
、
当
面
約
一
〇
万
ｋＷ
程
度
の
再
エ
ネ

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

─
─
近
年
の
開
発
実
績
は
？

　

堺
太
陽
光
発
電
所
が
一
一
年
に
全
面
運
開
し
た
ほ
か
、

若
狭
お
お
い
太
陽
光
発
電
所
と
、
京
都
府
精
華
町
に
あ

る
け
い
は
ん
な
太
陽
光
発
電
所
が
昨
年
相
次
い
で
運
転

を
開
始
し
た
。
こ
の
三
月
に
は
当
社
グ
ル
ー
プ
が
発
電

設
備
建
設
・
運
転
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
近
鉄

花
吉
野
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
も
運
開
。
風
力
で
は
淡
路
風

力
発
電
所
、
小
水
力
と
し
て
は
新
黒
薙
第
二
水
力
発
電

所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
に
運
転
を
開
始
し
て
い
る＊

。
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─
各
地
で
開
発
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
？

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
多
く
の
自
治
体
が
防
災
や
地

域
振
興
の
観
点
か
ら
再
エ
ネ
開
発
に
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
遊
休
地
を
利
用
し
た
い
と
か
、
再
エ
ネ
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
我
々
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
役
に

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
一
二
年
四
月
、
窓
口

と
な
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
を
新
設
。
自
治
体
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
な
が
ら
、
互

い
に
協
力
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
け
い
は
ん
な
太
陽
光
発
電
所
は
、
関
西
電
力

の
所
有
地
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
）
が
発
電
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
計
画
段
階
か
ら
京
都
府
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
た
案
件
。
近
隣
住
民
の
方
々
へ
の
ご
説
明
は
京

都
府
と
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
が
共
同
で
実
施
。
ま
た
発
電
所
の

日
射
量
、
発
電
出
力
な
ど
の
デ
ー
タ
は
京
都
府
が
運
営

す
る
環
境
学
習
施
設
「
け
い
は
ん
な
２ｅ
未
来
ま
な
び

パ
ー
ク
」
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
府
民
へ
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
関
西
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
開
発
の
苦
労

─
─
再
エ
ネ
は
自
然
環
境
や
気
象
条
件
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
関
西
に
は
適
地
が
少
な
い
と
も
聞
く
が
？

　

残
念
な
が
ら
、
確
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
例
え
ば
風
力
発
電
の
事
業
化
の
目
安
は
年
間
平
均
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え
て
、
日
射
量
や
発
電
量
の
デ
ー
タ
を
継
続
し
て
分
析

し
て
い
る
が
、
七
万
枚
の
パ
ネ
ル
か
ら
不
具
合
の
一
枚

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
、

意
外
と
大
変
な
の
が
除
草
作
業
。
雑
草
を
放
置
す
る
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
設
計
段
階

で
防
草
シ
ー
ト
を
敷
く
対
策
は
し
て
い
る
が
、
所
員
に

よ
る
除
草
に
も
、
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

鳥
の
糞
や
埃
な
ど
の
異
物
は
発
電
量
低
下
の
原
因
と

な
る
が
、
七
万
枚
も
の
パ
ネ
ル
を
清
掃
す
る
コ
ス
ト
と

労
力
を
考
え
れ
ば
、
雨
で
表
面
が
洗
い
流
さ
れ
る
た
め
、

雨
も
あ
り
が
た
い
。

　

設
計
・
計
画
段
階
の
自
然
任
せ
は
禁
物
だ
が
、
逆
に

運
用
段
階
で
は
、
一
部
で
は
自
然
な
ら
で
は
の
気
ま
ぐ

れ
も
甘
受
し
な
が
ら
、
そ
の
恵
み
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

う
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
今
後
の
見
通
し

─
─
当
面
の
再
エ
ネ
開
発
目
標
は
一
〇
万
ｋＷ
。
実
現
の

目
処
は
？

　

太
陽
光
は
一
四
年
度
中
に
、
若
狭
高
浜
太
陽
光
発
電

所
を
は
じ
め
、
和
歌
山
県
有
田
市
や
兵
庫
県
淡
路
市
で

も
運
転
開
始
予
定
。
一
三
年
度
中
に
運
転
開
始
し
た
も

の
を
含
め
る
と
六
七
〇
〇
〇
ｋＷ
に
な
る
。
風
力
は
関
西

の
適
地
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
管
外
も
含
め
て
検
討

し
た
結
果
、
愛
知
県
田
原
市
で
六
〇
〇
〇
ｋＷ
の
発
電
所

を
建
設
中
。
六
月
運
開
の
予
定
だ
。

　

小
水
力
発
電
と
し
て
は
、
既
存
水
力
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
よ
る
出
力
増
強
の
ほ
か
、
黒
部
川
水
系
の
出
し
平
ダ

し
た
。
若
狭
お
お
い
太
陽
光
発
電
所
で
は
、
降
雪
地
帯

で
あ
る
た
め
、
積
雪
に
よ
る
荷
重
や
発
電
量
減
少
の
影

響
も
評
価
し
た
上
で
架
台
の
設
計
を
行
っ
た
。
平
地
と

山
間
地
で
も
全
く
条
件
が
違
う
か
ら
、
ほ
ぼ
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
。
最
初
の
設
計
を
水
平
展
開
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
と

い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

─
─
運
用
面
で
の
苦
労
は
？

　

堺
太
陽
光
発
電
所
で
は
、
不
具
合
の
早
期
発
見
に
備

風
速
六
ｍ
／
秒
以
上
だ
が
、
六
甲
お
ろ
し
の
よ
う
な
突

風
で
は
な
く
一
定
以
上
の
風
が
安
定
的
に
吹
き
、
台
風

や
落
雷
の
少
な
い
地
点
が
望
ま
し
い
。
関
西
で
そ
う
し

た
場
所
は
ご
く
限
ら
れ
る
。
地
熱
発
電
も
近
年
温
泉
熱

を
利
用
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

温
泉
地
な
ら
ど
こ
で
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
た
関
西
は
適
地
が
少
な
い
。

　

将
来
的
な
可
能
性
で
い
え
ば
潮
流
発
電
。
海
中
に
設

置
し
た
タ
ー
ビ
ン
を
潮
流
で
回
転
さ
せ
て
発
電
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
渦
潮
で
有
名
な
明
石
海
峡
や
鳴
門
海
峡
の

よ
う
な
潮
流
の
激
し
い
場
所
が
適
地
と
さ
れ
、
関
西
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
比
較
的
大
き
い
。
地
元
自
治
体
も
検

討
を
進
め
て
お
り
、
我
々
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

が
、
実
用
化
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

─
─
と
な
る
と
、
期
待
で
き
る
の
は
？

　

日
当
た
り
の
悪
い
場
所
や
多
雨
地
帯
で
な
い
限
り
、

導
入
可
能
な
太
陽
光
発
電
が
ま
ず
は
一
番
手
。
関
西
電

力
管
内
の
再
エ
ネ
導
入
量
を
見
て
も
、
太
陽
光
に
大
き

く
偏
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

た
だ
、
我
々
も
自
ら
開
発
し
て
み
て
実
感
し
た
こ
と

だ
が
、
太
陽
光
は
原
子
力
や
火
力
な
ど
と
異
な
り
、
運

転
開
始
後
の
運
用
改
善
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
。
設
置

し
た
時
点
で
ほ
ぼ
勝
負
が
決
ま
る
と
言
っ
て
も
い
い
。

「
パ
ネ
ル
さ
え
設
置
す
れ
ば
発
電
で
き
る
」
と
安
易
に

設
置
す
る
と
失
敗
し
か
ね
な
い
。
一
般
の
ご
家
庭
で
も
、

せ
っ
か
く
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
も
南
側
に
高
層
ビ
ル
が

建
つ
と
発
電
で
き
な
く
な
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
も
敷
地
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電力供給エリア別の導入ポテンシャル分布状況

が
あ
る
と
し
て
も
、
建
設
に
か
か
る
工
事
費
や
発
電
量

低
下
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
綿
密
に
現
地
調
査
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
適
し
た
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

─
─
で
は
発
電
所
ご
と
に
設
計
を
変
え
て
い
る
？

　

も
ち
ろ
ん
。
太
陽
光
を
設
置
す
る
場
所
に
よ
っ
て
気

候
や
地
形
が
異
な
る
た
め
発
電
所
ご
と
に
設
計
を
変
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
架
台
は
パ
ネ
ル

自
体
や
風
圧
等
の
荷
重
を
考
慮
し
て
設
計
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
堺
太
陽
光
発
電
所
は
風
の
強
い
臨
海
部
に
立

地
し
、
風
圧
に
耐
え
る
架
台
に
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が

嵩
む
。
パ
ネ
ル
の
傾
斜
角
を
調
整
す
る
な
ど
し
て
、
風

圧
を
軽
減
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量
を
大
幅
に
低
減
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ಸྑݝՖ٢（ϢʔςΟϦςΟαʔϏε）（ಸྑ٢ݝ܊） 3,000L8 20143݄ ؔిΤωϧΪʔιϦϡʔγϣϯ
（ࢢ࠭ߴݝݿฌ）ιʔϥʔεςʔγϣϯ࠭ߴ4// 1,000ｋＷ 20143݄ ຊωοτϫʔΫαϙʔτ

風力
（1.8万ｋW）

୶࿏෩ྗൃిॴ（ฌݝݿ୶࿏ࢢ） 12,000L8 201212݄ ؔిΤωϧΪʔ։ൃ
（ࢢݪాݝѪ）෩ྗൃిॴݪా 6,000L8 20146݄༧ఆ ؔిΤωϧΪʔ։ൃ

水力
（0.79万ｋＷ）

৽ࠇಽୈೋൃిॴ（ࠇݝࢁ部ࢢ） 1,900L8 201212݄ ؔిྗ
（܊٢ాݝҪ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ൃిॴ1ߥࢢ �1,000L8 20144݄༧ఆ ؔిྗ
（܊༗ాݝࢁՎ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ॴ1ిൃాࡾ �104L8 201411݄༧ఆ ؔిྗ
ग़͠ ฏൃిॴ（ҡྔྲྀ࣋）（ࠇݝࢁ部ࢢ） 510L8 201412݄༧ఆ ؔిྗ
（܊ીݝ）（৽ߋઃඋ）ػ߸ඌൃిॴ1ࡾ �1,700L8 20154݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ1ࠇ �900L8 20159݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ2ࠇ �900L8 201712݄༧ఆ ؔిྗ
（ࢢ部ࠇݝࢁ）（৽ߋઃඋ）ػ߸部ୈೋ3ࠇ �900L8 201912݄༧ఆ ؔిྗ

バイオマス
（0.57万kW）

Րྗൃిॴ（ࠞম）（京ࢢ） （180万ｋＷੴՐ ͱྗͷࠞম） 20088 （݄ࠞম։࢝） ؔిྗ
ฌݝݿேདྷࢢ（ฌݝݿேདྷࢢ） 5,700L8 20162݄༧ఆ ະఆ

্෩ྗ

北海道 東北 東京 北陸 中部 ؔ 中国 四国 九州 沖縄
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（万ｋＷ）

（万ｋＷ）

■ 8.5ｍ/ｓ以上
■ 8.0～8.5ｍ/ｓ
■ 7.5～8.0ｍ/ｓ
■ 7.0～7.5ｍ/ｓ

■ 6.5～7.0ｍ/ｓ
■ 6.0～6.5ｍ/ｓ
■ 5.5～6.0ｍ/ｓ

■ 8.5ｍ/ｓ以上
■ 8.0～8.5ｍ/ｓ
■ 7.5～8.0ｍ/ｓ

■ 7.0～7.5ｍ/ｓ
■ 6.5～7.0ｍ/ｓ
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●
課
題
と
抱
負

─
─
関
西
電
力
は
今
後
も
再
エ
ネ
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
？

　

現
在
、
関
西
電
力
は
原
子
力
の
長
期
稼
動
停
止
に
よ

っ
て
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
態
に
あ
る
が
、
資
源
の
乏

し
い
日
本
に
と
っ
て
、
再
エ
ネ
は
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

原
子
力
も
、
再
エ
ネ
も
含
め
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
Ｓ

＋
３
Ｅ
（
安
全
確
保
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

経
済
性
、
環
境
性
）
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

だ
か
ら
再
エ
ネ
も
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
使
え
る
も
の
は

何
で
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

─
─
技
術
課
題
も
多
い
？

　

系
統
安
定
化
の
た
め
の
技
術
開
発
を
は
じ
め
、
不
規

則
な
自
然
を
利
用
す
る
に
は
技
術
力
で
で
き
る
だ
け
不

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
「エネルギーは、平時はコモディティだが、有事の際はウェポンに
変わる。にも拘らずウェポンとして見ている人は極めて少ない」。
鼎談での指摘の一つです。今号は「日本の安全保障とエネル
ギー」をテーマに、「鼎談」では宮家邦彦さん、小山堅さん、永濱
利廣さんに議論いただくとともに、続く「オピニオン」では、安全保
障、自給率、資源外交、備蓄、原子燃料サイクルというエネルギー
セキュリティに関わる5つの観点から、5 人の識者・専門家に提言
をいただきました。
普段はコモディティとして意識しなかったエネルギーに、日本人の
目を向けさせたのが11 年 3月の福島第一原子力発電所事故。
あれから3 年。「エコルーツ紀行」では、松本真由美さんと東京
電力福島第一・第二原子力発電所を訪ね、メディア報道ではわか
らない現場の状況を見てきました。
そして福島と同じ「レベル7」（深刻な事故）の評価を世界で初め
て受けたのが、86 年 4月に起きたチェルノブイリ事故。「世界は
いま」では、ウクライナ大使館に、チェルノブイリの現状と、今も発
電電力量の約 50％を原子力で賄っているウクライナの原子力政
策を取材しました。
一方、日本では、電力会社は原子力優先で再生可能エネルギー
には消極的という声もあります。「かんでんFOCUS」では再エネ
への取り組みについて訊きました。
春は曙。夜明けを待つ想いを載せて、新しい『躍』をお届けします。

ຊࢽ২༉ΠϯΩΛ༻͠ ͯ ·͍͢ ɻ

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／渡辺俊一
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

ࢪ࣮͠ʹ20142݄14·Ͱࡐͷऔ߸ࠓ ͨͷͰ͢ɻ

ム
で
「
維
持
流
量
発
電
」
を
計
画
し
て
い
る
。
ダ
ム
下

流
の
環
境
保
全
な
ど
の
た
め
に
放
流
し
て
い
る
水
を
利

用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
、
大
切
な
資
源
を
最
大
限
活

用
し
て
い
く
。

　

ま
た
兵
庫
県
朝
来
市
で
は
未
利
用
木
材
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
専
焼
発
電
所
建
設
に
向
け
、
地
元
自
治
体

や
県
森
林
組
合
連
合
会
ら
と
本
格
検
討
を
開
始
。
県
森

連
等
が
燃
料
と
な
る
チ
ッ
プ
製
造
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

会
社
が
発
電
事
業
を
行
い
、
関
西
電
力
に
売
電
す
る
ス

キ
ー
ム
で
、
官
民
協
働
の
「
兵
庫
モ
デ
ル
」
と
し
て

一
六
年
の
事
業
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
現
在
計
画
し
て
い
る
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、

約
九
万
八
六
〇
〇
ｋＷ
に
な
る
。

─
─
先
の
け
い
は
ん
な
は
関
西
電
力
が
土
地
も
提
供
し

た
が
、
地
域
と
の
連
携
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
？

　

自
治
体
な
ど
に
土
地
を
お
借
り
し
て
我
々
が
事
業
主

体
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
Ｋ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
に
よ
り
設

備
の
設
計
・
建
設
か
ら
運
転
・
保
守
ま
で
を
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

形
で
事
業
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
種
類
も
利
用
ニ
ー
ズ
も
地
域
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
画
一
的
な
事
業
ス
キ
ー
ム

は
馴
染
ま
な
い
。
我
々
の
関
与
の
仕
方
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
自
然
体
で
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
合
わ
せ
た
、
い
わ
ば
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
し
て
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

औࡐɾฤूʗాۼ༝ඒࢠ

確
実
性
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
太
陽
光

発
電
だ
が
、
安
定
し
た
電
源
と
し
て
活
用
す
る
に
は
発

電
量
を
あ
る
程
度
正
確
に
予
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
高
い
精
度
で
雲
の
状
態
を
予
測
し
、
日
射
量

を
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
難
し
い
技
術

だ
が
、
太
陽
光
発
電
を
安
定
し
て
系
統
に
導
入
す
る
た

め
随
分
以
前
か
ら
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

─
─
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
は
？

　

冒
頭
で
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
関
西
電
力
は
原
子
力

全
盛
の
時
代
か
ら
再
エ
ネ
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
、
再
エ
ネ
が
叫
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
諸
先

輩
が
築
い
た
常
に
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
る
と
い
う
伝
統
を

我
々
も
受
け
継
ぎ
、
僅
か
な
量
で
も
で
き
る
限
り
自
然

の
力
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上ʗ୶࿏෩ྗൃిॴɹԼʗՐྗൃిॴ


